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十分であったり，風を定常として与えるために非定常

な降水系を扱うことはできなかったり，いくつかの欠

点があった．

　今回報告する手法は，非定常な降水系については風

の場を固定せずに変化させ，熱力学・水の方程式を数

値積分をおこなう方法である．そうすることによって，

複雑な雲物理過程をモデルに簡単に取り込むことがで

き，非定常の降水系についてもリトリーバルができる

ようになった．この手法の有効性をみるために，観測

データではなく数値モデルの出力を用いた．第2図は，

数値シミュレーションで求めたセルが5つあるマルチ

セルタイプの降水系である．降水系全体としては準定

常であるが，その中のセルは降水系の右側で周期的に

発生し，左に移動しながら発達・衰弱していて，非定

常な振舞いを示している．

　降水系周辺の温度・水蒸気の鉛直分布を用いて，あ

るセルの発生から次のセルの発生までの1周期分の風

の場をくり返し与えて，リトリーバルした結果を第3

図に示す．雲水と雨水について空間分布や量をよく再

現することができた．さらに，リトリーバルで求めた

空間分布を初期値にして時間積分をおこなって，モデ

ルの初期値としての有効性を調べた．降水系の位置は

大きく変化せず，マルチセルの特徴も維持することが

できた（図省略）．

　今後，この手法を実際の降水系に応用したい．
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